横手市公共事業景観形成基準
平成２６年　３月　６日制定

第１　目的

公共事業（公共建築物の整備及び公共土木工事等の事業をいう。）は、良好な景観形成を図る上で、その果たすべき役割は極めて大きく、事業者である市が、率先して景観形成の先導に努めることが必要である。本基準は、横手市景観条例（平成２４年条例第２９号）第３条第３項に基づき、公共事業を行うにあたり良好な景観形成を図ることを目的とする。

第２　適用の範囲

　１　対象事業　

　　　この基準は、横手市が実施する第６に掲げる公共事業を対象とする。

　２　適用の除外

　　　災害復旧等の緊急を要する事業もしくは維持補修や地下構造物などの周辺景観に与える影響がない事業もしくは極めて小さい事業については、この基準の適用を除外することができるものとするが、可能な範囲で景観への配慮を行うこととする。

　３　他事業者への要請
　　　市は、国、県等が実施する公共事業について、必要に応じ、本基準に配慮するよう要請するものとする。
第３　基本姿勢

　　良好な景観形成を図るため、次の基本姿勢により公共事業を実施する。

　１　景観配慮の原則化

　　　市は、公共事業の計画をする際には、安全性、機能性及び経済性など様々な視点から検討することとあわせ、景観への配慮を原則化する。

　２　連携・協働による景観形成

　　　市は、国・県をはじめとする関係機関との連携を図り、良好な景観形成に努める。また、住民・事業者等との協働に努め、景観形成への参加協力を促す。

　３　景観形成に関する事業の一貫性

　　　公共事業は、計画から設計、施工まで長い期間を要するものが多く、当初に計画された際のコンセプトを事業の各段階に継承し、事業の一貫性を確保することが必要であるため、その実施にあたっては、関係者の景観形成に携わる共通認識の形成を図るとともに、景観形成の方針や具体的な考え方等を、事業の初期段階から完了後の維持管理段階まで継承し、良好な景観形成に努める。

第４　基本的事項

　１　地域特性に配慮した公共事業の実施
　　　良好な景観は、地域の自然、歴史、文化等と人々の生活、経済活動等との調和により形成されるものであり、公共事業の実施にあたっては、次の視点に留意して取り組む。

　　(1) 地域の風土、歴史、文化及び生活の営みの把握と継承

　　　　地域の風土、歴史、文化及び生活の営みは景観と深く関わっており、地域固有の景観特性を形成する要素である。

　　　　このため、これらの要素を十分に把握し、継承することが重要である。

　　(2) 地域特性の表現

　　　　公共施設（公共事業によって建設される施設。学校や公民館などだけでなく、道路や上下水道などのインフラも含むものをいう。）は、地域の景観形成を図る上で、グランドデザインを支える役割が期待される。

　　　　このため、公共施設の整備においては、地域の風土、歴史、文化及び生活の営みとの調和と活用の観点から、形態又は色彩その他の意匠を吟味し、地域特性に配慮することが重要である。

　２　自然景観に配慮した公共事業の実施

　　　自然環境は、地域の景観の素地となるものであり、自然環境を適切に保全、再生することは、地域の景観の保全につながる。
　　　このため、公共事業の実施にあたっては、次の視点に留意して取り組む。

　　(1) 自然環境の保全と復元

　　　　公共事業の実施にあたり、やむを得ず自然の改変を伴う場合は、その影響を最小限とし、改変した部分についても、できる限り復元するように配慮することが重要である。

　　(2) 自然環境との共生

　　　　自然環境と調和した公共施設を整備するためには、多様な生物からなる生態系の保全など地域の自然環境に配慮することが重要である。

　３　連続性、一体性に配慮した公共事業の実施

　　　公共事業の実施にあたっては、官民の敷地境界や所管する事業区域など、目には見えない境界線で分断されることなく、連続し、又は、一体的な整備により形成されるものである。

　　　このため、公共事業の実施においては次の視点に留意して取り組む。

　

　　(1) 所管や立場の違いを超えた一体的な取り組み

　　　　公共事業の実施においては、事業主体又は施設管理者など、それぞれが独自に景観形成を取り組むのではなく、対象事業とその周囲まで含め、所管や立場を超えて一体的に取り組むことが重要である。

　　(2) 「境界」における見え方への工夫

　　　　施設の敷地境界や官民の敷地境界等では、空間的な連続性や一体性を確保するための見え方を工夫することが重要である。

　　(3) 地域の良好な景観形成への取り組み

　　　　公共事業のみが景観に配慮しても景観の連続性、一体性の確保はできない。 
　　　　公共事業を糸口とした、地域住民による自発的な景観形成活動が展開されるなど、地域住民・地域の良好な景観形成への取り組みが重要である。

　４　機能性と使われ方に配慮した公共事業の実施

　　　景観に配慮した公共施設を整備することは、華美に飾ることではない。

　　　公共施設は、不特定多数の方が使用するとともに、耐用年数も長い施設であることから、質の高い機能性を有する必要がある。また、使われ方に配慮した施設は、地域の人々に親しまれ、長く使用されることにより適切な維持管理につながり、良好な景観の形成に資するものである。

　　　このため、公共事業の実施にあたっては、次の視点に留意して取り組む。

　　(1) 機能性を意識した整備

　　　　公共施設に求められている機能について十分に認識し、誰もが使いやすいユニバーサルデザインに心がけるとともに、質の高い公共施設を整備することが重要である。

　　(2) 使われ方を意識した整備

　　　　公共施設は、長く使用されることによって地域住民に親しみや愛着が生まれ、施設を景観として見る認識に影響を与え、その結果として適切な維持管理にもつながる。

　　　　このため、様々な人が長期にわたって使用することを意識して整備することが重要である。

　５　視点場、視対象となることに配慮した公共事業の実施

　　　公共施設は、不特定多数の人が利用する空間であり、景観上、周囲の良好な景観を眺める場（視点場）としての役割を期待され、施設自体が周囲の環境とともに景観として眺められる対象（視対象）の一部ともなり得る。

　　　このため、公共事業の実施にあたっては、次の視点に留意して取り組む。

　　(1) 視点場となる空間づくり

　　　　景勝地など周囲に良好な景観が形成されているところでは、観光等による地域の活性化にもつながることから、容易に景観が楽しめるように、視点場となる空間づくりに配慮することが重要である。

　　(2) 主要な視点場（眺望点）等からの見え方の工夫

　　　　展望台等景観を眺望する視点場が周囲にある場合、施設整備後に周囲の景観と調和しているかなど、視点場からの見え方に配慮することが重要である。
　６　経年劣化に配慮した公共事業の実施

　　　公共事業は、整備が完了した後、長期にわたり人々に使われていく中で醸成され、地域の景観に風格をもたらすものである。
　　　このため、公共事業の実施にあたっては、次の視点に留意して取り組む。

　　(1) 長期使用を想定した施設整備の工夫

　　　　公共事業の実施において、使用する材料によっては時間の経過とともに味わいが深まり、周囲の景観に馴染む効果が表れる。このような材料の選定など長期使用を想定した施設整備への工夫が重要である。

　　(2) 成長を見越した工夫

　　　　緑化等にあっては、樹木の成長とともに景観も変化することを踏まえた適切な樹種等の選定、育成環境の整備及び維持管理が重要である。

　　(3) 維持管理のしやすい施設整備の工夫

　　　　公共施設の美観を保つには、日常の維持管理が必要であり、管理しにくい部分には、メンテナンスフリーの工夫が重要である。

第５　共通基準
　公共事業を行うにあたっての共通の基準は、次のとおりとする。

　１　法面

　　(1) 法面は現況の地形に応じた構造及び形態とし、圧迫感を軽減させるよう努める。

　　　
　　(2) 法面処理では、モルタル吹き付け等であってもできるだけ修景緑化に努める。

　２　擁壁・護岸
　　　擁壁は長大とならないよう努めるものとし、やむを得ず長大となる擁壁については、形態及び意匠について工夫するとともに、周辺の景観との調和に努める。　

　　　護岸は、周辺景観との調和や親水性の確保に配慮した形態、素材及び表面処理を工夫するよう努める。
　３　防護柵
　　　防護柵の構造、形態、意匠、素材及び色彩は、周辺の景観と調和するように努める。また、安全性及び維持管理に支障のない範囲内において周囲の緑化に努める。
　４　舗装

　　　舗装の素材については、地域の特性や施設の用途に配慮するとともに、意匠及
　　び色彩が周辺の景観と調和するよう努める。
　５　標識、照明施設及び公共広告物

　　　標識及び公共広告物は、設置数や設置場所の適正化を図るなど、整理統合に努める。形態、意匠、素材及び色彩は、周辺の景観との調和、地域や沿線の統一性に配慮する。また、照明施設は夜間の景観を考慮し、光の色や強さ等について工夫する。
　６　緑の保全と緑化

　　(1) 良好な景観を形成している樹木、樹林等は、できるだけ修景に生かすよう保存し、やむを得ない場合には、その周辺に移植するよう努める。

　　(2) 事業の実施により生じた空地については、緑化に努める。

　　(3) 植栽にあたっては、自然植生を考慮し、樹木の配置や樹種の構成を工夫するよう努める。

７　占用工作物

　　　公共用地における占用工作物の位置、形態、意匠及び色彩は、周辺景観との調和、占用工作物相互の統一性に配慮する。
　
　８　維持管理

　　　公共施設の維持管理及び修繕にあたっては、形態、色彩及び素材が全体として周辺景観に調和するように配慮する。既に地域のランドマークとなるなど、景観形成の先導的役割を果たしていると認められる公共施設の修繕等にあたっては、その形態や色彩などの保全に十分留意する。また、より良好な景観の形成を図るよう配慮した管理、修繕、補修等の方法等も工夫する。

第６　事業別（施設別）基準

　公共事業を行うにあたっての事業別（施設別）の基準は、次のとおりとする。

　１　道路

　　　道路は、交通路としてのみならず、連続した視点の動線空間となっており、その沿線には、山並み、田園、街並み等あらゆる景観が広がっている。道路は、景観を眺める場としても重要な役割を担っているとともに、景観を構成する一要素でもあるので、道路の整備にあたっては、交通の安全性を確保しながら周辺景観との調和に努める。

　　(1) 路線選定

　　　　計画区域内に名勝旧跡など特に優れた景観資源がある場合には、その保全に留意するとともに、構造物を設置する場合は、周辺景観との調和に努める。

　　(2) 高架構造物等（第６の２の橋梁を除く。）

　　　①　形態、意匠及び色彩は、周辺景観との調和に努める。

　　　②　取付け部や擁壁部等周辺部については、できるだけ植栽等により修景緑化に努める。

　　(3) トンネル

　　　　坑口部附近は、周辺景観となじむよう意匠、素材及び表面処理を工夫するとともに、修景緑化に努める。

　　(4) 歩道及び自転車道

　　　①　舗装等の形態、意匠、色彩及び素材については，地域特性を考慮し、周辺景観との調和に努める。

　　　②　必要に応じ、緑化等により、潤いの場の創出に努める。
　　(5) 道路附属物

　　　①　防護柵、照明施設等の形態、意匠、色彩及び素材は、地域特性を考慮し、周辺景観との調和に努める。

　　　②　信号機、標識等については、交通安全上支障のない範囲内で、周辺景観との調和に努める。
　　(6) 道路占用物等

　　　　ベンチ、花壇、案内板等を設置する場合は、快適性を高め、設置場所にふさわしいものとなるよう、位置、形態、色彩及び素材について工夫するよう努める。

　　(7) 道路緑化

　　　　街路樹等の道路緑化については、交通の安全性を確保しながら、沿道緑化に努めるとともに、地域の特性及び周辺の景観と調和した樹種等の選定に努める。

　２　橋梁
　　　橋梁は、河川等と一体となって特色のある景観を形成するものであり、その整備にあたっては、安全性及び快適性に加え、地域景観に配慮したものとなるように努める。

　
　　(1) 橋梁の整備にあたっては、周辺景観や地域の風土との調和に配慮した形態及び色彩を工夫するよう努める。

　　(2) 良好な景観要素となっている橋梁については、歴史的背景や周辺景観との調和に努める。

　　(3) 橋梁のたもとについては、余裕地がある場合は緑化に努め、周辺景観との調和

　　　に努める。

　３　公共建築物等

　　　公共事業により整備される図書館、公民館、学校等の建築物及び工作物（以下「公共建築物等」という。）は、地域住民の生活関連施設として、概して居住地域に建設されることから、地域空間を重視するとともに、広く公共空間と連動させ、より良好な地域景観となるよう努める。

 (1)位置

①　公共建築物等は自然的・歴史的特性等の優れた景観資源に隣接する場合には、その保全に配慮した位置及び高さとなるよう努める。

②　公共建築物等は山稜の近傍にあっては、稜線を乱さないよう、尾根からできるだけ低い位置となるよう努める。

③　公共建築物等は道路境界線及び隣地境界線からできるだけ後退した位置とし、ゆとりのある空間構成となるよう努める。

④　公共建築物等においては、敷地内の樹木を修景に生かすよう努める。

　　(2)形態

①　公共建築物等は全体的に違和感のないまとまった形態となるよう努める。

②　建築物の印象を大きく決定づける屋根の形態は、特に周辺景観との調和に努める。

③　公共建築物等は、地域の特性に配慮した形態となるよう努める。

　　(3) 意匠

①　公共建築物等は全体的にまとまりがあり、地域にふさわしい落ち着いた雰囲気を感じさせる意匠となるように努める。

　　(4) 色彩

①　公共建築物等は落ち着いた色彩を基調とし、周辺景観との調和に努める。

②　丘陵や樹林地においては、周辺の色相や建築物等の規模に留意し、色彩の調和に努める。

　　(5) 素材・材料

①　公共建築物等は耐久性及び耐候性に優れ、周辺景観との調和に配慮した素材・材料を使用するよう努める。

②　歴史的街並み等の伝統的・個性的な地域等では、その地域性に配慮した素材・材料の活用に努める。

　　(6) 敷地の緑化

　　　　公共建築物等の敷地内は、樹木の配置や樹種の構成を工夫するなど、周辺の景観との調和に配慮した植栽を行うよう努める。
　　(7) その他

　　　　屋外における附属施設については、建築物本体と調和のとれた位置、形態及び色彩となるように工夫する。また、できるだけ緑化し、周辺景観との調和に努める。

　　　　また、敷地内の電柱、電話線等は、目立たないようにするためできるだけ地下埋設方式とし、やむを得ずこの方式ができない場合は、形態の簡素化などについて工夫するよう努める。

　４　ダム・堰堤

　　　ダム・堰堤は、地域やその流域において住民の生活や財産の保護、保全等に資する重大な構造物であるが、施設の設置にあたっては、周辺景観との調和に努める。

　　(1) ダム・堰堤の位置及び形態は、安全性、機能性等の許す範囲内で、できるだけ周辺景観への影響を緩和させるよう努める。

　　(2) ダム・堰堤周辺の法面や構造物の周囲については、可能な限り緑化に努め、周辺景観との調和に努める。

　　(3) 水辺空間を創出しようとする場合は、親水性のある公園・緑地等の整備に努める。

　５　公園・緑地等

　　　公園・緑地等は、人々の交流の場として広く利用されるものであるため、公園・緑地等の整備にあたっては、より良好な地域景観となるよう努める。

　　(1) 公園内に設ける建築物の位置、形態、意匠及び色彩は、周辺景観との調和に努める。

　　(2) 公園施設の設置にあたっては、維持管理を考慮したうえでできるだけ自然素材の活用を図り、形態、意匠及び色彩は周辺景観との調和に努める。

　　(3) 垣及び柵の設置にあたっては、できるだけ自然素材を活用するとともに、周辺景観との調和に努める。

　　(4) 公園・緑地等では、できるだけ既存の樹木の保存に努める。

　６　河川・水路

　　　河川・水路は、それぞれの流域の風土に応じた良好な景観を提供している。

　　　河川・水路の整備にあたっては、自然環境の保全や周辺景観との調和に配慮するとともに、親水性の確保についても考慮し、潤いと親しみのある河川景観となるよう努める。

　　(1) 河川・水路の改修工事にあたっては、治水に支障のない範囲でできるだけ自然を残し、優れた景観資源はその保全に努める。

　　(2) 堤防、高水敷、水際地等については、緑化等により親しみやすい河川空間となるよう努める。

　７　農地、森林
　　　農地や森林地域の整備にあたっては、のどかで穏やかな景観を形成する農地と低層の住宅の集まる集落、自然性を感じさせる雄大な変化に富んだ起伏や緑深い森林、そこに生息する動物や鳥などの調和した景観が見られるよう、一体性・連続性を考慮した整備に努めるほか、それぞれの地域や自然環境等の保全に配慮する。

　　(1) 農地

　　　　田園を形成している農地やその周辺の緑をできる限り保全し、水路やため池等においては、その構造物が周辺の景観に調和できるよう配慮する。また、屋敷林等の樹林や棚田等の優れた景観は、これらを保全し、活かせるよう努める。

　　(2) 森林

　　　　主要な眺望点から眺望される場所では、森林整備により良好な森林環境の保全に努め、地域の景観の形成・保全に努める。

　　

　８　宅地造成等

　　　宅地造成等にあたっては、極端な形質の変更が行われないように工夫するとともに、敷地内の区画割等の形状については、将来、施設が立地した場合を考慮し、周辺景観との調和が図られる形状となるよう努める。

附則

　この基準は、平成２６年４月１日から施行する。　　
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